
5⽉第 3週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 5 ⽉ 17 ⽇（⽇）10：30〜11：30 復活節第 7 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：ヨハネによる福⾳書 17 章 1〜13 節（新約 P202） 
■説教題：「 世から選び出して 」  
■讃美歌：11 （ 感謝にみちて） 

    540（ 主イェスにより 結ぶ愛は、） 
 
今朝は、⼆つのとても嬉しいことがありました。⼀つは、この主⽇礼拝の前にささげている 9 時 15 分

から 9 時 45 分までの「ジュニア礼拝」についてです。今は、主に明治学院東村⼭校の中学⽣⾼校⽣がや
ってきています。今週の 5 ⽉の 20 ⽇から中間試験であると先週に聞きました。そのために、今⽇のジュ
ニア礼拝の後に「ミニピアノコンサート」をやろうかなと思っていたのですが、試験の前で準備が⼤変
だろうからと思って来週に延期しました。そういうことなので、⽣徒さんたちは⽇曜⽇には⼀⽣懸命勉
強するかもしれない、だから今⽇のジュニア礼拝は私と奏楽をしてくださる川⾕さんとあと 1 ⼈か 2 ⼈
ぐらいかしら、と思っていたのです。ところが、私が教会の外を掃いている段階で、すでに⾞で送って
いただいた⽣徒さんが⾒えたのです。また、実際に礼拝を始める時になったら、いつもより⼈数が多い
ぐらいだったのです。その時、本当に私はなんという不信仰な者であったかを思い知らされました。神
様が⽣徒たちをジュニア礼拝に来るようにとお招きくださりお誘いくださっているのに、私の⽅では今
⽇はあまり来ないかもしれないとあきらめてしまっていたのです。本当に不信仰だなと実感させられま
した。そういうわけで来週は、本来今⽇やるはずだった「ミニコンサート」をいたします。ジュニア礼
拝の時間を少しだけ短くして、⽣徒さん 2 ⼈にピアノを弾いてもらいますので、よかったらぜひ聴きに
来てください。 
 

もう⼀つは、私が⽴川教会に参ります前におりました福島荒井教会から、お⼀⼈の⽅がこの礼拝にお
⾒えくださいました。今朝、⽞関でお会いしたした時に本当に嬉しくなりました。そして、福島荒井教
会の庭の桜を思い出しました。今年も⾒事に桜が咲いたことを写真を送っていただいて知っていたので
すが、その桜が思い浮かびました。また、⼀緒に礼拝を捧げた⽅々のお顔を思い出しました。特に、今
⽇来てくださった⽅のお連れ合いが、福島荒井教会の関連施設である認定こども園の理事⻑をされてい
たのですが、残念ながら病を得てお亡くなりになったことを思い出しました。福島荒井教会に⾏くとき
には、朝だけ夫が⾞で送ってくれました。教会に近づくにつれて、教会とこども園の後ろにある吾妻連
峰に残っているうさぎの形の残雪が⾒えます。そのうさぎの形の雪がだんだんに消えていって、最後に
無くなるのが 5 ⽉ぐらいなのです。その⾵景が⽬の前に浮かんできて、今頃、あのうさぎはどうなった
だろうか、そして相変わらず、こども園のお⼦さんたちの元気な声が響いているだろうか ということを
懐かしく思い出しました。 

 
ところで、本⽇は週報にも記してありますように、復活節第 7 主⽇を迎えました。主イエスの復活を
祝うイースターから、昇天の後に弟⼦たちに聖霊をお与えになったペンテコステまでを、教会暦では復
活節と呼ぶことがあります。復活した主イエスが弟⼦たちとお会いになり、⼗字架による救いの完成ま
では隠されていた救いの御計画を説き明かしてくださったことを覚える期間として、代々の教会は⼤切
にしてきたのです。私が聖書の箇所を取り上げるときに⽤いている⽇本基督教団の聖書⽇課も、おそら
くそのことを意識して聖書箇所が選ばれていると思います。⼀般には、司式の⽅が週報に記載されてい
る箇所の先まで読み続けられたように、この箇所 17 章は 1 節から 19 節が⼤きなまとまりです。けれど



も、聖書⽇課は 13 節で切れているので、私も 13 節までで切っておきました。本⽇は 6 節を中⼼にお話
ししますけれども、内容の⼤きなまとまりとしては、 1 節から５節、６節から 19 節、20 節から最後ま
でというように、段落で区切られている通りです。 
 
 振り返ってみますと、4 ⽉ 26 ⽇の主⽇礼拝から、ヨハネによる福⾳書 13 章から 16 章に記されてい
る最後の晩餐の場⾯についてお話ししています。この晩餐の後、主イエスは捕えられ、翌⽇には⼗字架
につけられて殺されるのです。その場において、主イエスは弟⼦たちに⻑い教えをお語りになりました。
特に、「⼼を騒がせるな。神を信じなさい。そして、わたしをも信じなさい。」と語り出される 14 章 1 節
から、「あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている。」
で締めくくられる 16 章 33 節までを、主イエスの「訣別説教」あるいは「告別説教」と呼ぶこともあり
ます。訣別というのは、特に深い思いを持って別れる、そういう意味があるそうです。そういう意味を
踏まえて、主イエスの訣別説教、告別説教と⾔っているわけです。そして、本⽇の聖書箇所も含まれる
17 章は⾒出しにもありますように、主イエスの説教後の祈りであり、⽣きておられた時の最後の祈りに
なります。主イエスは、弟⼦たちから「わたしたちにも祈りを教えてください」と⾔われて、祈りの⾔
葉をお教えになりました。「主の祈り」の原型であるそれらは、マタイによる福⾳書とルカによる福⾳書
に記されています。けれども、主イエスご⾃⾝が⽗なる神様にどういうふうに祈られたかということは、
この 17 章に記されている祈り、これが最も有名な祈りになります。17 章 1 節に、「イエスはこれらのこ
とを話してから、天を仰いで⾔われた。」とあるように、今まで 14 章、15 章、16 章で説教という形で
お話をされてきたわけですけれども、そのことを終えられて、「天を仰いで⾔われた」、つまり⽗なる神
様に向けての祈りをなさったということです。最後の晩餐において弟⼦たちに語られた特別な別れの説
教の終わりに、主イエスは⻑い祈りをもって締めくくられたというふうにも考えられます。 

 
 この祈りは三つの部分に分けられると考えられています。第⼀の部分が１節から５節です。「栄光」と
いう⾔葉が５回繰り返され、主イエスご⾃⾝に「栄光を与えてください」という願いが２回出てきてい
ますので、ご⾃分のための祈り、と考えることができます。第⼆の部分は６節から１９節です。９節に
「彼らのためにお願いします。世のためではなく、わたしに与えてくださった⼈々のためにお願いしま
す。」とありますので、主イエスを信じ従っている弟⼦たちのための祈りです。そして、第三の部分は本
⽇は読みませんでしたが、20 節に「また、彼らのためだけでなく、彼らの⾔葉によってわたしを信じる
⼈々のためにも、お願いします。」とありますように、彼ら弟⼦たちの⾔葉によって主イエスを信じる
⼈々、それは弟⼦たちの伝道によって主イエスを信じるようになる後の時代の⼈々のための祈りです。
丁寧に⾔うならば、弟⼦たちの伝道によって⽣まれるキリスト教会に連なって⽣きる信仰者たちのため
の祈りが第三の部分なのです。そこには、今、主の⽇ごとに礼拝に集う私たちも含まれます。そういう
わけで、主イエスは、最後の晩餐における⻑い教えの最後に、ご⾃分のため、弟⼦たちのため、そして
私たちのために祈られたのです。 
 

ところで、１節を元の⾔葉から丁寧に⾒てまいりたいと思います。「イエスは、これらのことを話して
から、天を仰いで⾔われた。」と記されており、この時の主イエスの動きがさらに具体的に分かるような
表現になっています。それまでは、弟⼦たちの⽅を⾒ながら説教してくださった主イエスですが、説教
を終えられた今度は、そのまなざしを天に向けて、⾔い換えれば、天におられる⽗なる神に顔を向けて
⾔葉を出されたというのです。地上から天へと、主イエスの⼼と体の向きがここで変化しています。私
たちは、このことから、祈りとは⼀⽅的にただお願いするというのではなく、実は⼼と体の向きを変え
て神と対話することであり交わりである、ということを知ることができるように思います。この 17 章全
体を「⼤祭司の祈り」と呼ぶことがあります。これは、この祈りが、たとえば主の祈りのように、わた



したち⾃⾝が祈るように求められている祈りの模範のようなものではなく、神の独り⼦、神ご⾃⾝であ
る主イエスしか祈ることが出来ないものである、いうことです。しかし、私たちは、この祈りが確かに
主イエス独⾃のものであっても、この祈りにあるように、天におられる神に向かって⽬を上げ、⼼と体
の向きを変えてすべてのことを打ち明けて対話をする、という祈りの在り⽅の模範であると考え、その
ように祈りたいと願います。 
 
 そして、６節からが祈りの第⼆の部分になります。ここは弟⼦たちのための祈りだと先程申しました。
「世から選び出してわたしに与えてくださった⼈々に、わたしは御名を現しました。彼らはあなたのも
のでしたが、あなたはわたしに与えてくださいました。」と始まっています。ここではまず「世から選び
出してわたしに与えてくださった⼈々」と始まっています。その「⼈々」に、主イエスは⽗なる神の御
名を現しました。彼らはそれによって⽗なる神を信じるようになったのです。「彼らはあなたのものでし
たが、あなたはわたしに与えてくださいました。」とも語られています。元々⽗なる神のものであった彼
らを、⽗が主イエスに与えて下さったのです。それで彼らは、主イエスのもの、主イエスに従って共に
歩む弟⼦となったのです。その弟⼦たちのために、主イエスは祈って下さったのです。「彼らは、御⾔葉
を守りました。」と６節の終わりにあります。その⾔葉の意味を語っているのが７節、８節だと思います。
「わたしに与えてくださったものはみな、あなたからのものであることを、今、彼らは知っています。
なぜなら、わたしはあなたから受けた⾔葉を彼らに伝え、彼らはそれを受け⼊れて、わたしがみもとか
ら出て来たことを本当に知り、あなたがわたしをお遣わしになったことを信じたからです。」と語られて
います。⽗なる神が与えて下さった弟⼦たちに、主イエスは⽗から受けた御⾔葉を伝え、彼らはそれを
受け⼊れたのです。そして、主イエスが⽗なる神のみもとから出て来た独り⼦であり、⽗から遣わされ
た救い主であることを信じたのです。主イエスの⾔葉を聞いて、⽗なる神を信じ、主イエスが⽗から遣
わされた独り⼦、救い主であると信じた者たち、それが弟⼦たちなのです。私たちも、礼拝において、
聖書を通して主イエスの御⾔葉を聞いて、⽗なる神が独り⼦主イエスによって与えて下さった救いを信
じています。つまり、私たち信仰者も主イエスの弟⼦です。本⽇の箇所の「彼ら」ということろに、私
たちは⾃分のことを当てはめて読むことができるのです。ですから、主イエスのこの祈りは私たちのた
めの祈りでもあります。そしてさらに⾔えるのは、私たちも、⽗なる神が世から選び出して主イエスに
与えて下さった者たちなのだということです。私たちは元々、⽗なる神のものでした。⽗なる神が私た
ちに命を与え、⽣かして下さっているのであって、私たちの⼈⽣は⽗なる神のみ⼿の中にあるのです。
ところが私たちはそのことを⾒失って、⾃分の⼈⽣は⾃分のものだと錯覚し、⾃分の思い通りに⽣きよ
うとしています。ここで、６節の最初の「世から選び出して」という⾔葉にもう⼀度注⽬しておきたい
と思います。ヨハネによる福⾳書の中で「世」という⾔葉は「コスモス」が⽤いられているのですが、
なんと 77回も出てくると⾔われています。「世」は、イエス・キリストを救い主として受け⼊れない神
の裁きの対象なのですが、同時に、それは神の救いの対象として、また主イエスの新しい創造における
神の祝福を受ける「世」としても描かれているのです。そういうわけで、「世」にある私たちは、神が世
から選び出して救い主イエス・キリストに与えて下さったことによって、⽗なる神によって⽣かされて
いる本来の⾃分を回復することができたのです。そこに、私たちへの神の愛があり、救いがあります。
その救いを喜び、感謝して⽣きることが私たちの信仰です。ここで今⼀度、15 章 16 節の御⾔葉「あな
たがたがわたしを選んだのではない。わたしがあなたがたを選んだ。」を思い起こしておきたいと思いま
す。 
 
最後に、13 節をご覧ください。「しかし、今、わたしはみもとに参ります。」とあります。弟⼦たちを
守っていた主イエスが⽗のみもとへ⾏ってしまうことによって、彼らはこれまでのように主イエスに直
接守られて歩むことができなくなるのです。そのことに備えて主イエスは語り、祈っておられるのです。



13 節後半にはこうあります。「世にいる間に、これらのことを語るのは、わたしの喜びが彼らの内に満
ちあふれるようになるためです。」。まだ世にいる間に、弟⼦たちと共にいる間に、彼らの内に主イエス
ご⾃⾝の喜びが満ちあふれるようになることを主イエスは願っておられるのです。その喜びによってこ
そ、弟⼦たちは⽀えられていくからです。主イエスをこの⽬で⾒ることができなくなり、主イエスによ
る守りが⽬に⾒える仕⽅では与えられなくなる弟⼦たちの歩みは、主イエスご⾃⾝の喜びが彼らの内に
も満ちあふれることによって⽀えられていくのです。順序が前後しますが、11 節の最後のところに「わ
たしたちのように、彼らも⼀つとなるためです。」とありました。それはこのことに繋がっています。主
イエスと⽗なる神が、愛において⼀つであられる、そこに主イエスの喜びがあります。その愛を受けた
私たちも、その愛に応えて、⽗なる神と主イエスを愛し、互いに愛し合うことにおいて⼀つとなること
で、主イエスの喜びが私たちの内にも満ちあふれるのです。私たちは、普段はこの世に⽣きています。
けれども、主の⽇には、世から選び出してくださる主なる神の招きの御声が聞こえてくるのではないで
しょうか。それは、⼀つの群れとして喜びに満ちあふれて礼拝をささげるようにと招かれていることに
ほかなりません。今、まさにこの時、その思いを確かなものとしてまいりましょう。 

 
お祈りをします。 
主なる神様、主イエスが最後に⻑いお祈りをなさいました。その祈りの中には、主イエスご⾃⾝の栄光、
また弟⼦たちのための祈り、またそれに続く者たちのための祈りと、いくつかの祈りが重なるようにし
て祈られています。その中に、2000年を超えて私たちを⽣かしてくださる⼤きな⽀えとなるお祈りもあ
ります。私たちはその主イエスのお祈りに⽀えられて、このように礼拝に招かれ⽣かされています。そ
のことを深く覚えながらどうぞ⼀週間の歩みを確かなものとして歩んでいくことができるように、⼀⼈
ひとりに⼒をお与えください。この祈りを主イエス・キリストの御名によっておささげいたします。 
アーメン。 

 


